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(57)【要約】
 
【課題】
強度も耐熱性も高い人造星砂を陶磁器製造し陶磁器本体
と人造星砂をガラス粉又は釉薬を用い一体化させる事を
可能とし人造星砂を本焼き釉薬の色に染まる事なく白く
浮かび上がらせる。
 
【解決手段】
星型の型材に白粘土を詰め込み人造星砂を成形し１２５
０℃で本焼き焼成を行い釉薬などの水分で溶け出し変形
することも無く耐熱性の高い人造星砂を作ることを可能
とする。人造星砂の上に水で溶いたガラス粉を乗せ仮焼
し、半溶融することで人造星砂を固定しコーティングす
ることで、その後色の付いた釉薬を施釉人造星砂を釉薬
の色に染まることなく白く浮かび上がらせる事が可能と
なる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め、杯土を所定の形状に成型し、乾燥後、焼成して作製した陶器を用い、これを飾り
としてちりばめた陶磁器の製造方法であって、杯土を成型し、乾燥して、所定の形状の器
を作製する工程と、前記器の表面に、前記飾りをちりばめて配置し、少なくとも前記飾り
及びその周辺に、第１釉薬の水溶液をかける第1施釉工程と、前記器を乾燥した後、前記
第１釉薬が半溶融状態となる温度に加熱して素焼きする仮焼工程と、素焼工程後に、前記
第１釉薬よりも高い融点を有する釉薬であって、前記飾りの色とは異なる色の第２釉薬の
水溶液を前記器にかける第２施釉工程と、該器を乾燥後に、前記第２釉薬の融点以上の温
度で前記器を焼成する本焼工程と、を有することを特徴とする、飾りをちりばめた陶磁器
の製造方法。
【請求項２】
　　前記第１釉薬は、無色のガラス粉であることを特徴とする請求項１に記載の陶磁器の
製造方法。
【請求項３】
　　前記器は、濃紺色又は濃緑色の表面に星砂形状の白色の前記飾りをちりばめた皿又は
椀であることを特徴とする請求項2に記載の陶磁器の製造方法。
【請求項４】
　前記第２釉薬水溶液の濃度は５０～６０重量％としたことを特徴とする請求項1に記載
の陶磁器の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飾りをちりばめた陶磁器の製造方法に関し、飾りの色が釉薬の色に覆われる
ことなく、高コントラストで人造星砂を固定した陶磁器の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　沖縄県の竹富島や西表島のビーチでは星の形をした砂がみられ、この砂を利用した星砂
ボトルや星砂キーホルダー等が沖縄を象徴する土産物として人気を博している。本発明者
は、この星砂を陶磁器の飾りとして用いることを検討してきたが、星砂自体は有孔虫の死
骸であり、６００℃程度に加熱すると分解しいバラバラに崩れてしまうため、陶磁器の製
造に不可欠な焼成等の熱処理ができないという問題がある。
【０００３】
　そこで、実際の星砂の代わりに、同程度の大きさの２～５ｍｍの星形形状の白色の陶器
を作り、これを星砂として用いて表面にちりばめた皿や椀を製造する検討を試みた。
　まず、人造星砂として、杯土を型に入れて星形にし、これを乾燥した後、素焼き後、本
焼きした物を多数用意しておく。一方、同様に杯土を皿形状に形成して、乾燥した後、素
焼きする。
　続いて、皿の上に．星砂を配置して、釉薬をかけて固定し、その後本焼きして陶磁器と
しての皿を完成する。ここで、沖縄のビーチの青い海、空のイメージを表現するために、
釉薬には濃紺色や濃緑色の釉薬が用いられる。
【０００４】
　なお、釉薬をかけて陶器を一体化（固定化）する方法等については、例えば特開２００
１－３２８８５８等に開示されている。
特開２００１－３２８８５８で開示されているのは陶土で急須本体およびこし器部分を成
形し両部分の素焼きを行った後に、本体とこし器部分を釉薬を用いて一体化させる技法が
開示されているものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開２００１－３２８８５８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、濃い色の釉薬を用いると、白い星砂がそれにおおわれてしまい、折角の
星砂のイメージが消失してしまうという問題があった。また、焼成完了までの途中の工程
で星砂が動いてしまい、所望の位置関係（デザイン）のものが得られなかったり、場合に
よっては星砂が重なってしまうという問題が生じた。この問題は、星砂の大きさが小さく
なるにつれて、より顕著になった。
【０００７】
このような状況において、本発明は、微小な飾りであっても、所望の位置に再現性良く配
置できる陶磁器の製造方法を提供することを目的とする。また、濃い背景色の中でも、異
なる色の飾りを高いコントラストで配置することが可能な陶磁器の製造方法を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の飾りをちりばめた陶磁器の製造方法は、
　予め、杯土を所定の形状に成型し、乾燥後、焼成して作製した陶器を用い、これを飾り
としてちりばめた陶磁器の製造方法であって、
　杯土を成型し、乾燥して、所定の形状の器を作製する工程と、　
　前記器の表面に、前記飾りをちりばめて配置し、少なくとも前記飾り及びその上に、第
１釉薬の水溶液をかける第1施釉工程と、前記器を乾燥した後、前記第１釉薬が半溶融状
態となる温度に加熱して仮焼きする仮焼工程と、仮焼工程後に、前記第１釉薬よりも高い
融点を有する釉薬であって、前記飾りの色とは異なる色の第２釉薬の水溶液を前記器にか
ける第２施釉工程と、該器を乾燥後に、前記第２釉薬の融点以上の温度で前記器を焼成す
る本焼工程を有することを特徴とする。
【０００９】
　すなわち、人造星砂等の飾りに第１釉薬をかけ、半溶融状態に仮焼きすることで、その
後に濃色の釉薬をかけてより高温の本焼き工程を経ても、飾りが濃色の釉薬でかくれてし
まうことなく、高いコントラストで飾りを確認することができる。
【００１０】
また、例えば２～５ｍｍの小さな飾りであっても、飾りの位置はほとんど変動することな
く、デザイン通りの配置を維持することができる。　
【００１１】
　本発明において、第１釉薬として使用するガラス粉は通常、釉薬の融点を下げる為の調
整用として使用されるが、本発明はガラス粉の透明なガラス質の釉薬が８００～１０００
℃で半溶融ガラス質の特性を活かして本体と人造星砂を固定する方法として用いて進歩性
をもたせた。また、飾りの色をより忠実に表現することができる。第２釉薬水溶液の濃度
は５０～６０重量％とするのが好ましく、この範囲で、飾りの細かい形状であっても、よ
り高いコントラストで観ることができる。
【００１２】
　本発明は、特に、陶器からなる白色の人造星砂と、釉薬で濃紺色や濃緑色に着色した背
景と、からなる皿や椀に好適に用いられるが、これに限るものでなく、飾りについては、
例えば雪の結晶構造等、様々な形状を用いることができ、また、釉薬に含まれる顔料やそ
の濃度、焼成条件等によって種々の背景色を選択することができる。
　なお、本発明において、釉薬の融点とは、釉薬全体が完全に溶融する温度を言う。また
、軟化点とは、溶解開始温度を言う。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明により、飾りが釉薬の色で見えなくなるという不具合を解消し、高コントラスト
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で表すことができる。また、飾りの位置も焼成工程等でもほとんど移動しないことから、
デザイン通りに飾りをちりばめた陶磁器を再現性良く、安定して製造することができる。
特に、沖縄の青い海や空と白い星砂を陶磁器に表現するのに好適な方法である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の製造方法の一例を示すフォローチャートである。
【図２】人造星砂を一皿の中に一体化した平面図である。
【図３】人造星砂を碗の中に一体化した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の実施形態を図１のフォローチャートを参照して説明する。
　まず、飾り陶器を準備しておく。杯土を所定の形状にくりぬいた型に入れ、乾燥させた
後、型から取りだし、例えば、１２００～１２５０℃で１３～１５時間程度焼成し本焼き
の飾り陶器を作製する。杯土には、例えば、信楽系白粘土、陶磁器用白粘土等が好適に用
いられる。
　一方で、器を成型する。ろくろ等を用いて、杯土で器を形成、加工等した後、　
一週間程度乾燥させる。乾燥した器に飾りを設置、取り付け等して、所望のパターンに配
置する。
【００１６】
続いて、第１釉薬の水溶液を、飾りの上に盛るようにかけた後、乾燥させる。
ここで、第１釉薬は、ソーダガラス等のガラス粉が好適に用いられる。溶解開始温度が７
３０℃で、完全に溶融する温度が１１００～１２００℃程度である。
また、第１釉薬の水溶液の濃度は、５０～６０重量％とするのが好ましく、この濃度では
液は粘性を帯びている。なお、第１釉薬は、飾りの色をそのまま表す場合は無色とするの
が一般的である。
【００１７】
続いて、乾燥した器を第１釉薬が半溶融状態となる温度で８時間程度仮焼する。温度とし
ては、通常８００～９００℃が用いられる。
冷却した後、顔料を含んだ第２の釉薬を塗布し水分が抜けるまで乾燥させる。第２釉薬水
溶液の濃度は５０～６０重量％が好ましい。
　最後に、器を第２釉薬が完全に溶融状態になる温度に加熱して、焼成する。通常、焼成
温度としては１２１０～１２３０℃、　焼成時間としては１３～１５時間が用いられる。
　焼成後、冷却して得られた陶器の飾りは、顔料色を背景に、埋もれることなく浮き上が
ったコントラストの高い模様を得ることができる。
　また、図１では省いてあるが、器を形成、加工し、乾燥した後に、飾りを配置する構成
としたが、器を例えば８００～９００℃で素焼きする工程を設け、この後に、飾りを配置
する構成としても良い。
【００１８】
　以下に実施例を挙げて,本発明をより詳細に説明する。
【実施例１】
【００１９】
（実施例１）以下の手順に従い、青色地に白色の人造星砂をちりばめた皿を図２に示した
。
【００２０】
工程１（人造星砂３の製造工程）
  複数の５角形の星形の孔を形成した型板に杯土信楽系陶磁器用白粘土を詰め込み、１５
分間放置した。杯土を乾燥、収縮させて、型板から取り出し、１２５０℃に設定した電気
炉（シンポ株式会社製ＤＭＴ０１）に入れて、１２時間、焼成した。冷却後、得られた人
造星砂は、白色で、厚さ１ｍｍ、大きさ５ｍｍ（外接円の直径）であった。
【００２１】
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工程２（皿本体と人造星砂との一体化工程）
   杯土信楽系陶磁器用白粘土などを用いて、ろくろで直径１５ｃｍの皿を作製し、１週
間放置して乾燥させた。その後、皿の上に上記の人造星砂を１０個程
度配置し、第１釉薬となるＮａ２Ｏ－ＣａＯ－ＳｉＯ２を主成分とする透明ガラス粉（草
場善兵衛商店製ＵＰ－０９Ｌ）１００ｇに対し水８５ｇの割合で混合したガラス粉水溶液
（５４重量％）を、星砂表面がかくれるまで星砂の上に盛
り上げた。これを、放置して乾燥させたところ、星砂表面は白濁色となり、皿本体表面は
素地とガラス粉を載せた部分は凹凸ができた。
【００２２】
　次に、８００℃に設定した電気炉内に皿を配置し、仮焼（８時間程度）した。本実施例
のガラス粉は、軟化点が７３０℃で、完全に融解する温度が略１２００℃であることから
、電気炉での加熱によりガラス粉は全体が溶融するのではなく、一部が固体状態の半溶融
状態となっていた。冷却後、取り出した皿の表面は、部分的に星が白濁して見えなくなっ
ていることが分かった。なお、素焼きにおいて半溶融状態の部分が冷却後に白濁部分に対
応し、この白濁部分が星砂と本体との一体化や固定化に重要な作用をするものと思われる
。
　第１釉薬を半溶融状態に形成することにより、本焼き工程においても人造星砂が移動す
ることなく、デザイン通りの位置に人造星砂は一体化して固定されていることが分かった
。
【００２３】
工程３（色づけ、本焼き工程）
   素焼きした皿に、紺色顔料を含む青ガラス釉薬２（草場善兵衛商店製ＫＧＰ－０４Ｆ
、溶融温度１１５０℃，主成分：酸化コバルト、長石、石灰石、土灰）１００ｇに対し、
水６７ｃｃの割合で混合した水溶液を皿全体にかけ、乾燥後、１２２０℃に設定した電気
炉に入れ、１３時間本焼き焼成した。ここで、青ガラス釉水溶液の濃度は、６０重量％で
ある。
【００２４】
　作製した皿の星砂は、濃紺色の背景に覆われることなく白色がはっきりと浮かび上がっ
て見え、本実施例の製造方法により、コントラストの高い白色星砂が得られることが確認
された。また、星砂の位置も焼成時に移動することはなく、設計通りのデザインとするこ
とができた。
【００２５】
　また、青ガラス釉の代わりに、トルコ青ガラス釉薬（草場善兵衛商店製ＫＧ
Ｐ－０２Ｆ、溶融温度１１５０℃，主成分：酸化銅、長石、石灰石、土灰）をかけ、１２
３０℃で１５時間、焼成したところ、濃緑色の地に白色の人工星砂を高いコントラストで
ちりばめた皿を作製することができた。
　又、比較のために素焼きを行い青ガラス釉を施釉し、その上に人造星砂を置きガラス粉
を乗せ１２３０℃（１３～１５時間）焼成して試料を作成したところ星砂同士が重なった
り、又白い星」砂の色が濃紺色で覆われてコントラストが低下する事が分かった。
【実施例２】
【００２６】
　人造星砂を配置してガラス粉をかける前に、８００℃で素焼き（８～９時間）した以外
は、実施例１と同様にして、人造星砂をちりばめた皿を作製した。
　実施例１の場合と同様に、濃紺色地に白い星砂がくっきりと浮かび上がることが分かっ
た。
【実施例３】
【００２７】
　また、青ガラス釉の水溶液濃度を、４０～７０重量％と変えた以外は、実施例１と同様
にして皿を作製した。
　この結果、青ガラス釉濃度は５０ ～６０重量％で星砂のコントラストが高くなり、６
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５重量％以上では星砂上で濁った紺色となりコントラストが低下したり、釉薬の貫入、亀
裂が大きくなることが分かった。また、４５重量％以下では、十分な濃紺色の背景地が得
られず、また、色の均一性が低下することが分かった。
　なお、ガラス粉(第１の釉薬）は、５０重量％以上が好ましく、５０重量％以下で、星
砂の突起が消えてしまう場合が多く観られた。
　以上、実施例では、皿に適用した場合について説明してきたが、皿の他、碗種々の器に
ついても同様にして作製可能である。
【符号の説明】
【００２８】
１皿
２釉薬
３人造星砂
４碗

【図１】
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